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■瀬戸市都市交通マスタープランの位置づけ 

  

 

第６次瀬戸市総合計画

瀬戸市の上位計画  愛知県の上位計画 

名古屋都市計画区域マスタープラン

 都市計画に関する国の動向
都市再生特別措置法の改正 

【Ｈ26.8】 

※立地適正化計画の根拠法 

地域公共交通の活性化及び 

再生に関する法律の改正 

【Ｈ26.11】 

※地域公共交通網形成計画の根拠法 

インフラ長寿命化基本計画 

【Ｈ25.11】 ※日本再興戦略に基づく 

即す

上 位 計 画

整合・連携

瀬戸市 

都市計画マスタープラン 

総合交通戦略
（策定予定） 

瀬戸市 

都市交通マスタープラン 

整
合
・
連
携

地域公共交通網形成計画
（策定予定） 

立地適正化計画
（策定予定） 

整
合
・
連
携

 関 連 計 画

  

瀬戸市環境基本計画

瀬戸市高齢者福祉計画・介護保険事業計画

瀬戸市歴史文化基本構想

など

瀬戸市景観計画

瀬戸市子ども・子育て支援事業計画

主な計画 

瀬戸市公共施設等総合管理計画

その他計画 

瀬戸市緑の基本計画

瀬戸市公共下水道事業基本計画

瀬戸市水道ビジョン

など

瀬戸市地域福祉計画

瀬戸市障害者福祉基本計画

第２次瀬戸市教育アクションプラン

せとまちブランディング戦略

整合・連携

具体的な取組み

整合

居住機能や医療・福祉・商業等の都市

機能の誘導区域や誘導施策を示す計画 

公共交通とまちづくりが連携した 
公共交通の実施計画 

都市交通マスタープランに位置付けた
施策の実施計画 

都市づくりの
現状と課題
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第２章 都市づくりの現状と課題 

２-１ 瀬戸市の位置及び広域交通網 

○ 瀬戸市は、濃尾平野の東、尾張丘陵の一角にあって、中部経済圏の中心地である名古屋市

の北東約 20 ㎞に位置している。 

○ 名鉄瀬戸線が名古屋市内と結び、愛知環状鉄道がＪＲ高蔵寺駅と、豊田市内を経由しＪＲ

東海道本線岡崎駅と結んでいる。また、東海環状自動車道の２つのインターチェンジを有し、

日本の物流や移動の大動脈である東名・新東名高速道路や中央自動車道などにつながってい

る。 

 

■瀬戸市周辺位置図、広域交通網図 
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名古屋駅から 

20 ㎞ 

名古屋駅から 

10 ㎞ 
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２-２ 人口及び世帯の動向 

(１) 人口減少と超高齢化の進展  

○ 瀬戸市の総人口は平成 22 年をピークに減少している。 

○ 市内の高齢化率は増加傾向であり、市域の東側で高齢化率が高い。 

○ 中心市街地や菱野団地では高齢化率の増加が著しく、４割を超える連区が存在する。 

○ 市内の人口減少要因として、社会減（転出者数が転入者数を上回る）が挙げられる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※▲：前回調査より増加  ▼：前回調査より減少

※高齢化の推移におけるH27の数値は33.3％以上（3人に1人が高齢者）を赤字表記している

※高齢化の推移における【H27 - H17】の数値は10.0％以上を赤字表記している

■連区別人口・高齢化の動向 

H27-H17 H27/H17 H27-H17
差分 増減率 差分

① 道　泉 4,539 4,404 ▼ 4,178 ▼ -361 -8.0% 25.0% 27.0% 29.5% 4.5%

② 深　川 2,907 2,628 ▼ 2,368 ▼ -539 -18.5% 33.8% 38.4% 43.2% 9.4%

③ 古瀬戸 4,258 3,939 ▼ 3,592 ▼ -666 -15.6% 24.3% 30.4% 37.1% 12.8%

④ 東　明 3,559 3,338 ▼ 3,301 ▼ -258 -7.2% 23.9% 29.6% 34.8% 11.0%

⑤ 祖母懐 3,280 3,070 ▼ 2,871 ▼ -409 -12.5% 30.6% 34.4% 37.8% 7.2%

⑥ 陶　原 6,712 6,704 ▼ 7,675 ▲ 963 14.3% 21.4% 24.3% 29.2% 7.8%

⑦ 長　根 8,506 8,953 ▲ 9,197 ▲ 691 8.1% 16.0% 19.4% 23.0% 7.0%

⑧ 效　範 17,079 18,891 ▲ 18,625 ▼ 1,546 9.1% 17.6% 19.1% 22.9% 5.3%

⑨ 水　南 10,864 11,116 ▲ 10,931 ▼ 67 0.6% 15.9% 19.5% 24.9% 9.0%

⑩ 水　野 10,228 8,464 ▼ 9,414 ▲ -814 -8.0% 16.8% 22.0% 23.9% 7.1%

⑪ 品　野 11,983 11,733 ▼ 11,099 ▼ -884 -7.4% 21.9% 26.4% 31.5% 9.6%

⑫ 幡　山 27,060 27,325 ▲ 26,196 ▼ -864 -3.2% 14.8% 18.8% 23.8% 9.0%

⑬ 西　陵 5,517 8,305 ▲ 8,323 ▲ 2,806 50.9% 22.6% 22.4% 27.8% 5.2%

⑭ 原山台 5,096 4,469 ▼ 4,341 ▼ -755 -14.8% 20.6% 29.3% 35.0% 14.4%

⑮ 萩山台 4,874 4,472 ▼ 3,757 ▼ -1,117 -22.9% 19.0% 28.8% 39.0% 20.1%

⑯ 八幡台 6,055 5,639 ▼ 5,015 ▼ -1,040 -17.2% 16.7% 26.2% 37.1% 20.4%

132,517 -1,634 -1.2% 18.9% 22.9% 27.7% 8.8%

H17 H22 H27

人口の推移

市全体 133,450 130,883

連区

高齢化の推移

H17 H22 H27

  ,654 19,798 18,9 1 18,033 17,869 16,575 15,581 14,035 1 ,741 11,995 11,50 

90,3 6 93,109 9 , 13 88,115

8 ,919
75,384 74,65 7 ,550 69, 6 

64,554
58,455

13,  7 16,459  0,49  5,1 5 30,666
36,066 37,990

37,741 37,598

37,845 39,135

1 6,340
1 9,393 131,650 131,9 5 13 ,  4

1 9,046 1 8,  3
1 4,3 6

119,601
114,394

109,09 

10.5%
1 .7%

15.6%

19.0%

 3. %

 7.9%
 9.6% 30.4%

31.4%
33.1%

35.9%

0%

10%

 0%

30%

40%

50%

0

10,000

 0,000

30,000

40,000

50,000

60,000

70,000

80,000

90,000

100,000

110,000

1 0,000

130,000

140,000

150,000

H H7 H1 H17 H  H 7 H3 H37 H4 H47 H5 

高
齢

化
率

人
口

（
人

）

15歳未満 15～64歳 65歳以上 総数 高齢化率

実績値 予測値

■年齢（３区分）別人口の動向 

資料：【H27 以前】国勢調査（H2 年～H27 年） 

【H32 以降】国立社会保障・人口問題研究所（H25.3 公表値） 

資料：瀬戸市統計 

人口は減少傾向 

高齢化率は増加傾向 
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■連区別人口の増減率（H27 / H17） 

■連区別高齢化率の増加状況（H27 - H17） 

資料：瀬戸市統計 

資料：瀬戸市統計 

高齢化率の増加量(H27-H17) 

人口増減率（H27/H17） 

─5─

都
市
づ
く
り
の
現
状
と
課
題

第

２
章

第 2章　都市づくりの現状と課題　　



 ２章 都市づくりの現状と課題 

 

6 

 64
 5 

 94

4
 4

 7 

 1 1
 107

 1 1
 116

  5

 47  4 
 58

 67
 45  38

6

 41
  7

 14

 60

 63

 7

  8

 357

  19    9

 189

 3 9
 335

 396

  74  314

 130

 66
 95

  57
  65

 181
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  50

 111
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 500
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  00

 100

0

100

 00

300

400

500

H H3 H4 H5 H6 H7 H8 H9 H10 H11 H1 H13 H14 H15 H16 H17 H18 H19 H 0 H 1 H  H 3 H 4 H 5 H 6

深川・古瀬戸・祖母懐（尾張瀬戸駅東部エリア） 原山台・萩山台・八幡台（菱野団地周辺エリア）

13,141

1 ,989

1 ,755

1 ,615

1 ,543

1 ,319

1 ,113

11,856

11,615

11,38 

11, 3 

11,067

10,875

10,7 4

10,608

10,445

10,335

10, 0 

10,007

9,8 9

9,637

9,468

9, 18

9,133

8,977

 0,413

 0,0  

19,889

19,871

19,6 1

19,198
18,558

18,066

17,830

17,4 7

17, 45

17, 17

17,043

16,650

16,375

16,0 5

15,519

15,188

15,068

14,830
14,580

14,305 13,946

13,770

13,517

5,000

10,000

15,000

 0,000

 5,000

■瀬戸市全体の社会増減数の推移 

資料：住民基本台帳要覧 

 成 22 年(2010 年) 

以降、転出超過 

転入者が減少傾向 

資料：瀬戸市統計 

（人） 

両エリアとも人口が 10％以上減少しているが、尾張瀬戸駅東部エリア

の社会減は菱野団地周辺エリアと比較して少ない。このことから、尾

張瀬戸駅東部エリアは、居住者の転出は少ないものの、自然減が多い

ことが想定される。 

深川・古瀬戸・祖母懐 

（尾張瀬戸駅東部エリア）の人口の推移 

原山台・萩山台・八幡台 

（菱野団地周辺エリア）の人口の推移 

■人口が 10％以上減少（H27 - H17）している連区の人口及び社会増減の推移 
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(２) 年齢別人口の動向 

○ 総人口は減少しているが、高齢者の層は増加している。 

○ 20 歳代の若い世代の人口が減少している。 

○ 20～24 歳が 25～29 歳へ移行する際に大きく減少している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

5,418 5,436 4,809

6,285 5,985 5,788

6,330 6,448 5,978

7,367 6,786 6,669

8,022 6,827 6,029

7,932
6,505

5,432

9,773
7,999

6,349

8,985
10,216

8,166

8,333
9,204

10,159

7,466
8,307

8,986

8,581
7,421

8,097

11,399

8,439

7,259

10,257

11,215

8,238

8,215
9,883

10,756

6,600
7,712

9,226

4,800
5,948

6,982

5,510 7,123
9,102

0

 0,000

40,000

60,000

80,000

100,000

1 0,000

140,000

H17 H22 H27

0～4歳 5～9歳 10～14歳 15～19歳  0～ 4歳  5～ 9歳

30～34歳 35～39歳 40～44歳 45～49歳 50～54歳 55～59歳

60～64歳 65～69歳 70～74歳 75～79歳 80歳～

5～9 歳 

20～24 歳 

減少率 -19％ 
減少率 -20％ 

母数が多い層が

老年人口へ 

母数が多い層が

老年人口へ 

60～64 歳 

75 歳以上 
増加率 127％ 

増加率 123％ 

増加率 102％ 

増加率 103％ 

25～29 歳 

増加率 101％ 

増加率 103％ 

55～59 歳 

15～19 歳 

減少率 -7％ 

減少率 -2％ 

70～74 歳 

65～69 歳 

35～39 歳 

30～34 歳 

25～29 歳 

15～19 歳 

131,925 132,224 
129,046 

■年齢 5歳階級別人口の動向 

資料：国勢調査（H17、H22、H27） 

（人） 
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(３) 世帯数と家族構成の状況 

○ 世帯数が増加し、１世帯当たり人員が減少している。 

○ 核家族の増加と共に、高齢者のみの世帯も増加している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

39,096
4 ,974

46, 93
48,361

50, 89 50,3 7

3. 3 

3.01 

 .84   .73   .63   .56 

0.0

1.0

 .0

3.0

4.0

5.0

6.0

0

10,000

 0,000

30,000

40,000

50,000

60,000

H H7 H1 H17 H  H 7

世帯数

1世帯あたり

人員

資料：国勢調査 

■世帯数の推移 

（世帯） 

（人/世帯） （世帯） 

資料：各年次国勢調査 

■家族類型別世帯数（一般世帯）の推移 

 市構造に関する課題 

❖１-１：人口減少（社会減）・超高齢化への対応 

❖１-２：中心市街地や菱野団地の高齢化対策、年齢構成の偏りへの対応 

 5,8 8 

 8,0 3 30, 15 

31,148 

3 ,774 

6,461 

6,  6
5,851 

5,584 

4,744 

6,673 

8,659 

10,174 

11,034 

1 ,696 

5,350 
5, 53 5,394  5,063  4,98  

16,458 

14,085
13,3 5  1 ,666 

1 ,614 

14,337 

16,977 

 0, 75 

0

10,000

 0,000

30,000

40,000

50,000

60,000

H H7 H1 H17 H  

核家族世帯数 その他の親族世帯数

その他世帯 ６歳未満世帯員のいる一般世帯数

18歳未満世帯員のいる一般世帯数 65歳以上世帯員のいる一般世帯数
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２-３ 人口密度と中心部の空洞化  

○ 名鉄瀬戸線沿線の市中心部において人口密度が低くなっている。 

○ 商業、医療、福祉サービス施設や行政サービス施設は、名鉄瀬戸線沿線に分布している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
資料：国勢調査（H22） 

 
Ｎ 

■人口密度 
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Ｎ 

■施設立地による土地利用評価 

 市構造に関する課題 

❖２-１：利便性が高い地域への居住の誘導 

❖２-２： 市機能の維持・向上 

※サービス圏域のポイントについて 

施設ごとに、サービス圏域内に含

まれるメッシュに点数付けを行い、

メッシュごとにその合計値をポイン

トとして図示したもの。点数付けは、

各施設からの「500ｍ圏域内のメッシ

ュに２点」、「500ｍ～800ｍ圏域内の

メッシュに１点」を加算した。 

※メッシュ：日本の国土を緯線・経

線により網の目状に区切った区域と

して定める地域区画のこと。（本図は

100ｍメッシュで区分した。） 
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２-４ 工業用地の不足と雇用の減少 

○ 製造品出荷額等が増えており、地域経済が拡大してきている。 

○ 更なる企業の規模拡大や企業の誘致に対する用地が不足している。 

○ 市内で働く人口が減少しているだけでなく、市内の雇用の場も減少している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 資料：瀬戸市統計書 
（従業者 4人以上の事業所） 

■製造品出荷額等の推移 

■工業団地内の土地利用現況（暁工業団地、暁西部工業団地、穴田企業団地） 

Ｎ 

資料：都市計画基礎調査（H25） 

1,243 1,151 982 818 640 580 508 480 437

16,903 16,686

15,474

13,212 13,154
13,833

12,475
11,759 11,945

236,923

322,802

369,088
348,112

327,628
337,735

430,814 430,986

450,253

0

100,000

200,000

300,000

400,000

500,000

0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

S60 H２ H７ H12 H17 H19 H21 H24 H26

（百万円）（事業所、人）

事業所数 従業者数 製造品出荷額等 （百万円）
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都市構造に関する課題 

❖３-１：工業用地の確保 

❖３-２：就業者のための居住地の形成 

38,665 36,327 30,837

28,314 28,563
26,950

0

10,000

20,000

30,000

40,000

50,000

60,000

70,000

80,000

平成 (年)12 17 22

県外へ

県内他市へ

市内で就業

68,101
66,140

62,961

総数

1,122 1,250
1,056

(総数は不詳含む)

(2000) (2005) (2010)

瀬戸市に住み、働いている人の数は、 

5,140 人減少 （10 年間） 

瀬戸市に住み、市内で働いている人の数は、

7,828 人減少 （10 年間） 

■瀬戸市を常住地とする就業者数 

資料：国勢調査 

 

（人） 

38,665 36,327 30,837

12,484 13,239
13,277

0

10,000

20,000

30,000

40,000

50,000

60,000

70,000

80,000

県外から

県内他市から

市内で就業

53,175
51,838

50,253

総数

2,026 2,272
2,021

平成 (年)12 17 22

(総数は不詳含む)

(2000) (2005) (2010)

瀬戸市内で働いている人の数は、 

2,922 人減少 （10 年間） 

資料：国勢調査 

■瀬戸市を従業地とする就業者数 

（人） 
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都市構造に関する課題 

❖３-１：工業用地の確保 

❖３-２：就業者のための居住地の形成 

38,665 36,327 30,837

28,314 28,563
26,950

0

10,000

20,000

30,000

40,000

50,000

60,000

70,000

80,000

平成 (年)12 17 22

県外へ

県内他市へ

市内で就業

68,101
66,140

62,961

総数

1,122 1,250
1,056

(総数は不詳含む)

(2000) (2005) (2010)

瀬戸市に住み、働いている人の数は、 

5,140 人減少 （10 年間） 

瀬戸市に住み、市内で働いている人の数は、

7,828 人減少 （10 年間） 

■瀬戸市を常住地とする就業者数 

資料：国勢調査 

 

（人） 

38,665 36,327 30,837

12,484 13,239
13,277

0

10,000

20,000

30,000

40,000

50,000

60,000

70,000

80,000

県外から

県内他市から

市内で就業

53,175
51,838

50,253

総数

2,026 2,272
2,021

平成 (年)12 17 22

(総数は不詳含む)

(2000) (2005) (2010)

瀬戸市内で働いている人の数は、 

2,922 人減少 （10 年間） 

資料：国勢調査 

■瀬戸市を従業地とする就業者数 

（人） 
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13 

２-５ 公共施設等（公共建築物、インフラ資産）の老朽化 

 

○ 現存する公共施設の多くは高度経済成長期に整備されている。 

○ 公共建築物とインフラ資産の修繕・更新に係る費用は今後 40 年間で総額 2,953 億円。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

■公共建築物及びインフラ資産の修繕・更新費用の推計 

 

■公共建築物延床面積の変遷 

 

都市構造に関する課題 

❖４-１：必要な公共サービスの維持及び施設量の適正化 

❖４-２：長寿命化による更新需要の軽減 

資料：瀬戸市公共施設白書 

資料：瀬戸市公共施設白書 
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 4 

２-６ 瀬戸市における人の動き 

(１) トリップ数の推移 

○ 瀬戸市のトリップ数は、人口が横ばい傾向であった平成 13 年から 23 年の 10 年間で減少

に転じている。市内のみを移動する「内々」のトリップ数は近年大きく減少し、都市間（流

出、流入の合計）のトリップ数より少なくなっている。 

○ 年齢階層別の推移をみると、60 歳未満のトリップ数は減少し、60 歳以上は増加している。

特に 20 歳代の若い世代のトリップ数が大きく減少している。また、トリップ数と人口の増

加率を比較すると、60 歳以上は人口の増加率よりトリップ数の増加率が高い。  

○ 地域別の特徴をみると、人口が多い名鉄瀬戸線沿線や瀬戸口駅及び菱野団地周辺等を含む

ゾーンでトリップ数が減少している。一方で、暁地区工業団地や穴田企業団地、山の田工業

地区周辺、せと赤津ＩＣ周辺などを含むゾーンでトリップ数が増加している。 

 

 

 

 

199,588   03,671  188,6 5   06, 56 
16 ,396  153,490  141, 95 

37,80  

51,973  70,534 

87,744 

86,67   86,784 

79,166 

37,9 5 

51,778 

70,361 

87,798 

86,658  97,108 

94,550 

9 ,681 

1 0,774 
1 6,340 

131,650  13 ,  4 

1 4,3 6 

114,394 

0

50,000

100,000

150,000

0

100,000

 00,000

300,000

400,000

500,000

600,000

700,000

S46 S56 H3 H13 H 3 H37 H47

 75,315
307,4  

3 9,5 0

381,798

335,7 6

（ﾄﾘｯﾌﾟ） （人）

337,38  

315,01  

※トリップ（Trip）：ある目的（例えば、出勤や買物など）を持って起点から終点へ移動する際の、

一方向の移動を表す概念であり、同時にその移動を定量的に表現する際の単

位。移動する人の延べ人数。 

増加から減少へ 

（ﾄﾘｯﾌﾟ数：ﾄﾘｯﾌﾟ） （人口：人） 

資料：人口【H23 以前】国勢調査（S45 年～H22 年） ※直近の年次のデータ 

【H37 以降】国立社会保障・人口問題研究所（H25.3 公表値） 

ﾄﾘｯﾌﾟ数【H23 以前】 5回（H23）中京都市圏 PT 調査 ※ 1回（S46）圏域の集計値 

【H37 以降】 5回（H23）中京都市圏 PT 調査市区町村別将来予測指標における H23

年からの伸び率を、H23 年値に乗じた値 

■瀬戸市のトリップ数の推移 

現況値 推計値 

内 々 流 出 流 入 人口

内々移動が大きく減少 
(▲44,000 ﾄﾘｯﾌﾟ) 
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■年齢階層別トリップ数の推移

■年齢階層別のトリップ数と人口の増加率の比較

■各ゾーンのトリップ数の推移

45,523 36,559 
18,803 

9,015 

33,217 
15,458 

26,629 22,048 
36,864 

21,848 25,147 30,829 
20,185 26,639 

9,662 
9,842 

22,636 

13,867 

15,914 

15,520 
14,142 15,753 

16,489 

12,991 8,472 
14,118 

2,166 
6,439 

9,599 
9,844 22,807 

13,828 

15,914 

15,848 
14,150 15,720 

16,498 

12,847 8,443 

13,904 

2,166 

6,525 

0

20,000

40,000

60,000

80,000

H13 H23 H13 H23 H13 H23 H13 H23 H13 H23 H13 H23 H13 H23

64,784 64,246 65,045
54,921

69,851

42,062

24,517

56,245

36,710
46,826

53,521 47,686
58,851

39,603

（ﾄﾘｯﾌﾟ）

トリップ数が減少 トリップ数が増加

5～19歳 20～29歳 30～39歳 40～49歳 50～59歳 60～69歳 70歳～

流入

流出

内々

20歳代が大きく減少

Ｎ

資料：【人口】国勢調査（H12、H22） 【ﾄﾘｯﾌﾟ数】第 4回（H13）、第 5 回（H23）中京都市圏 PT調査

5～19歳 20～29歳 30～39歳 40～49歳 50～59歳 60～69歳 70歳～

0% +25%▲25% 0% +25%▲25% 0% +25%▲25% 0% +25%▲25% 0% +25%▲25% 0% +25%▲25% +25% +50%0%

人口の増加率に対しﾄﾘｯﾌﾟ数の増加率が高い人口の減少率をトリップの減少率が下回る

人口
の増加率
(H22/H12)

▲10% ▲33% ＋6% ＋9% ▲28% ＋33% ＋59%

▲13% ▲43% ▲28% ▲3% ▲32% ＋40% ＋62%
ﾄﾘｯﾌﾟ数
の増加率
(H23/H13)

※図中の 2桁の数値は、第 5回（H23）中京都市圏 PT調査の小ゾーン番号の下 2桁の値

資料：第 4回（H13）、第 5 回（H23）中京都市圏 PT調査 地区交通指標
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 6 

 

(２) 運転免許等の保有状況 

○ 高齢者の運転免許保有率は増加しているが、運転免許を持っている 75 歳以上の高齢者は

少ない。また、70 歳以上の世帯では、家族の誰も自動車を持っていない割合が 17％となっ

ている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
資料：瀬戸市の交通環境に対するアンケート調査（H26） 

■世帯の自動車の保有状況 

9%

38%

55%

69%

67%

64%

5 %

91%

63%

41%

 8%

 9%

31%

31%

0%

0%

3%

3%

3%

5%

17%

0% 10%  0% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

10歳代

 0歳代

30歳代

40歳代

50歳代

60歳代

70歳以上

自分の車を持っている

自分は持っていないが、家族が所有する車がある

家族の誰も車を持っていない

資料：【人口】瀬戸市連区別・年齢別・男女別人口（H22.10、H29.10） 

   【運転免許人口】愛知県警察統計（H22、H29） 

 

■年齢別運転免許保有率の動向 

※運転免許人口を人口により除して算出 

59%

93% 95% 96%
90%

86%

70%

38%

9%

56%

9 %
94% 97% 95%

90%

80%

51%

14%

0%

 0%

40%

60%

80%

100%

16～ 4歳  5～ 9歳 30～39歳 40～49歳 50～59歳 60～64歳 65～74歳 75～84歳 85歳～

Ｈ  Ｈ 9

高齢者の 
免許保有率は増加 

家族の誰も車を 
持っていない世帯 

─16─

都
市
づ
く
り
の
現
状
と
課
題

第

２
章

　　第 2章　都市づくりの現状と課題



 ２章 都市づくりの現状と課題 

 7 

 

(３) 代表交通手段別分担率の推移 

○ 瀬戸市の平成 23 年の代表交通手段別分担率は、自動車が最も高く 69.2％を占める。 

○ これまでの 20 年間の推移をみると、自動車は増加し、鉄道は概ね横ばいで推移している

が、バスや原付・バイク、自転車、徒歩は減少している。 

○ 隣接市と比較すると、自動車の分担率が高く、鉄道や自転車が低い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

11.7%

11.0%

11.9%

0.7%

1.1%

 .4%

69. %

65.0%

57. %

1.4%

 .0%

3.0%

3.0%

4.1%

5.5%

1 .7%

16.7%

 0.1%

1.3%

0%  0% 40% 60% 80% 100%

H 3

H13

H3 3 9,5 0

381,798

339,44  

増加 

増加 

■瀬戸市の代表交通手段別分担率の推移 

※トリップ数は、 3回（H3）圏域の集計値 

 
資料： 5回（H23）中京都市圏 PT 調査 

（ﾄﾘｯﾌﾟ） 

横ばい 

横ばい 

鉄道 バス 自動車 原付・バイク 自転車 徒歩 不明

減少 

減少 

 市交通に関する課題 

❖５-１：外出しやすい交通環境の確保  

❖５-２：自動車と公共交通等を「かしこく」使い分ける交通行動への転換 

減少 

減少 

減少 

減少 

 6.8%

16.9%

13.7%

1 .4%

11.7%

8.3%

 .4%

0.9%

0.5%

0.9%

0.7%

0.4%

4 .4%

6 .5%

61.1%

65.3%

69. %

7 .9%

1.0%

1.6%

1. %

1.6%

1.4%

1.0%

1 .0%

6.9%

9. %

7. %

3.0%

5.6%

14.5%

10.7%

13. %

11.9%

1 .7%

11.3%

0.9%

0.4%

1.1%

0.7%

1.3%

0.6%

0%  0% 40% 60% 80% 100%

名古屋市

長久手市

春日井市

尾張旭市

瀬戸市

豊田市

6,509,703 

 07,554 

810,859 

 43,336 

339,44  

1,093,405 

■隣接市との代表交通手段別分担率の比較 

資料： 5回（H23）中京都市圏 PT 調査 

（ﾄﾘｯﾌﾟ） 

※鉄道分担率の高い順に表示 

※トリップ数は、 3回（H3）圏域の集計値 

鉄道 バス 自動車 原付・バイク 自転車 徒歩 不明
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２-７ 道路の状況 

(１) 道路網の現状 

○ 東海環状自動車道の２つのインターチェンジが整備されており、広域交通の利便性が確保

されている。 

○ 都市計画道路の全延長は約 100 ㎞で、約 58 ㎞が整備済みである。長期未着手の都市計画

道路が存在している。 ※整備率：58％（国・県事業：43％、市事業：83％） 

○ 環状道路を形成する都市計画道路（ 3環状線、瀬戸環状東部線、陣屋線等）が未整備で

ある。 

○ 市中心部や国道 363 号、主要地方道名古屋瀬戸線において、ピーク時の交通容量の超過に

よる混雑が発生している。また、名鉄瀬戸線の踏切部で混雑が発生している。 

○ 国道 155 号や国道 248 号では、大型車の交通量が多く、市中心部を通過している。 

○ 市中心部の混雑は、出勤目的の通過交通（中心部を跨ぐ移動）が要因の１つと考えられる。 

○ 自動車交通量は、今後 20 年間は同水準で推移する見込みである。 

 

■都市計画道路の整備状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

名鉄瀬戸線北側の

東西軸が未整備 

環状道路を形成する第３環状線

や瀬戸環状東部線が未整備 

 
Ｎ 

資料：H28 都市計画現況調査 

  例 

高速道路・有料道路 

IC 

国道 

主要地方道 

一般県道 

市道２車線以上区間 

都市計画道路(整備済み) 

都市計画道路(概成済み) 

都市計画道路(未整備) 
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■混雑の発生と大型車交通量の状況 

 

※混雑度：12 時間の交通容量に対する交通量の比（H22 道路交通センサス） 

※混雑時旅行速度：混雑時における実走調査による区間速度（H22 道路交通センサス） 

※主要渋滞箇所・区間：愛知県道路交通渋滞対策推進協議会において指定された地域の主要渋滞箇所 

※道路交通センサス：全国の道路と道路利用の実態を捉え、将来の道路整備の方向性を明らかにするため、全国の道

路状況、交通量、旅行速度、自動車運行の出発地・目的地、運行目的等を調査するもの。 

 

名鉄瀬戸線踏切部

で混雑が発生 

市中心部で交通容量の超過

による速度低下が発生 

多くの大型車が 

市中心部を通過 

 
Ｎ 
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■出勤目的の自動車流動 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■瀬戸市関連自動車発生集中交通量の将来予測 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

尾張旭市 

名古屋市 

春日井市 

中心部 

赤津方面 

幡山方面 

品野方面 水野方面 

豊田市 

多治見市 

資料： 5回（H23）中京都市圏 PT 調査 

凡例 

 2000～0000 

 1000～2000 

 0500～1000 

 0300～0500 

 PT調査小ｿﾞー ﾝ界 

 集約ｿﾞー ﾝ界 

※単位：ﾄﾘｯﾌﾟ 

※300 ﾄﾘｯﾌﾟ以上を表示 

※矢印はそれぞれの地域

間の自動車による出勤

目的のﾄﾘｯﾌﾟ数の合計 

※各都市名の下に記載し

た数字は瀬戸市全域と

各都市間のﾄﾘｯﾌﾟ数 

中心部の通過交通が多い 

（中心部を跨ぐ移動） 

バス

合計

乗用車

小型貨物

普通貨物

資料： 5回（H23）中京都市圏 PT 調査 

 市交通に関する課題 

❖６-１：市街地への通過交通の分散化 

❖６-２：市街地における渋滞対策 

 66, 53  7 ,098  6 ,46 

340,391 347,4 4
335,17 

 00,000

 50,000

300,000

350,000

400,000

55,5 5 56,418
54,175

40 000

50,000

60,000

1,044 1,003 865

17,569 17,905 17,670

0

10,000

 0,000

30,000

H 3 H37 H47

H23比:98% 

H23比:99% 

H23比:98% 

H23比:101% 

H23比:83% 

※走行自動車台数は、今後20年間は同水準で推移する見込み 
 台） 

（1504 ﾄﾘｯﾌﾟ） 

（2986 ﾄﾘｯﾌﾟ） 

（6188 ﾄﾘｯﾌﾟ） 

（7318 ﾄﾘｯﾌﾟ） 

（2223 ﾄﾘｯﾌﾟ） 
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(２) 交通事故の現状 

○ 交通事故の死傷者数は年間約 700 人である。交通手段別にみると、自動車に次いで自転車

が多く、自転車と歩行者の死傷者数は、近年増加傾向である。 

○ 市中心部等において、歩道の連続性が確保されていない状況である。 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

8 3

934

847

707 690
743 71 

551

60 
583

488 471

531

476

9 
105

83

86

69 69

55

110
134

96

77

86 9 113

70

93
85

56
64

51

68

0

50

100

150

 00

 50

0

 00

400

600

800

1000

H  H 3 H 4 H 5 H 6 H 7 H 8

合計 自動車 二輪車 自転車 歩行者

 ,493
 ,618

 ,854  ,839

 ,606
 ,503

 ,6 9
 ,544

 ,779
 ,659

 , 75
 ,39 

8 3
934

847
707 690 743

6 6 614 563
539 473 4 6

46 5 9 5 1 5 6
449 4 4

0

500

1,000

1,500

 ,000

 ,500

3,000

Ｈ  Ｈ 3 Ｈ 4 Ｈ 5 Ｈ 6 Ｈ 7

春日井市

豊田市

瀬戸市

尾張旭市

長久手市

■瀬戸市の事故当事者別年間死傷者数 

資料：瀬戸市の交通安全 

（合計,自動車:人） 
（二輪車,自転車,歩行者:人） 

資料：愛知県統計年鑑 

■隣接市との年間死傷者数の比較 

（人） 
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(３) 中心市街地における狭あい道路

○ 尾張瀬戸駅東側の地域において、幅員４m未満の狭あい道路が多く分布している。

■狭あい道路（幅員４m未満）の道路分布

都市交通に関する課題

❖７-１：歩行者・自転車等の安全の確保

資料：瀬戸市資料

■歩道の整備状況（国道、県道、2車線以上の市道）

資料：瀬戸市資料

Ｎ
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２-８ 公共交通の状況 

(１) 公共交通網の現状 

○ 瀬戸市の公共交通網は、名鉄瀬戸線と愛知環状鉄道を基軸とし、周辺都市を連絡する広域

基幹バスや、拠点間を結ぶ市内基幹バス、これらに接続し居住地等を網羅的に運行するコミ

ュニティバスにより形成されている。 

 

■瀬戸市の公共交通網 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

至 多治見駅 

至  古屋駅 

至 栄町駅 

至  鉄ﾊﾞｽｾﾝﾀｰ 

   藤が丘駅 

至 藤が丘駅 

至 藤が丘駅 

凡  例 

至 多治見駅 

至 新豊田駅 

岡崎駅 
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(２) 鉄道の状況 

○ 名鉄瀬戸線は、平日 1日あたり上り 114 便、下り 118 便、１時間平均で上下とも６便運行

している。ピーク時は、上り 9便、下り 8便運行している。 

○ 愛知環状鉄道は、平日 1日あたり上り 69 便、下り 66 便、１時間平均で上下とも４便運行

している。ピーク時には下りが６便運行しており、うち２便が乗り換えなしでＪＲ名古屋駅

へ直通運行している。 

○ 市内各駅の利用者数は増加傾向となっている。 

 

■市内鉄道路線の運行状況 

路線名 名鉄瀬戸線 愛知環状鉄道 備考 

運行便数(平日) （新瀬戸駅） （瀬戸市駅）  

 

1 日 
上り 114 便 

下り 118 便 

上り 69 便 

下り 66 便 
 

1 時間平均 
上り 6 便 

下り 6 便 

上り 4 便 

下り 4 便 
 

ﾋﾟｰｸ時 
上り 9 便（7時台） 

下り 8 便（8時台） 

上り 4 便（7時台） 

下り 6 便（7時台） 

※愛知環状鉄道下りには、ＪＲ

名古屋駅への直通運行２便

（瀬戸口発）を含む 

運行時間帯 

（平日） 

上り 5:26～23:13 

下り 6:00～24:19 

上り 6:06～24:10 

下り 5:37～23:51 
 

IC カード 
・10 社の交通系 IC カー

ドの利用が可能 
・IC カード未導入  

   ※名鉄瀬戸線：（上り）栄町駅方面、（下り）尾張瀬戸駅方面 

    愛知環状鉄道：（上り）岡崎駅方面、（下り）高蔵寺駅方面 

資料：名古屋鉄道ホームページ（平成 28 年 9月 17 日改正） 

愛知環状鉄道ホームページ（平成 28 年 3 月 26 日改正） 

 

■鉄道駅の 1日当りの平均的な利用者数の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

37,861 

39, 06  38,67   38,8 1 

39,519  40,194 
41,359  41,170 

4 ,759  43,085 

10,999

8,943

6,083

5,155

3,915

3,357
 ,617

 ,016

0

15,000

30,000

45,000

0

5,000

10,000

15,000

H19 H 0 H 1 H  H 3 H 4 H 5 H 6 H 7 H 8

合計（右軸）

新瀬戸駅

尾張瀬戸駅

瀬戸市駅

水野駅

瀬戸口駅

中水野駅

瀬戸市役所前駅

山口駅

駅利用者は増加 

 人/日） 

資料：鉄道各社データ 

 人/日） 
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■鉄道の運行便数 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

至 多治見駅 

至 名古屋駅 

至 栄町駅 

至 新豊田駅、 

岡崎駅 

至 藤が丘駅 

上り：92 便 

下り：92 便 

上り：114 便 

下り：118 便 

上り：132 便 

下り：130 便 

上り：69 便 

下り：66 便 

上り：150 便 

下り：143 便 
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(３) 広域基幹バス・基幹バスの状況

○ 広域基幹バスは、瀬戸駅前（尾張瀬戸駅）や菱野団地を起終点とし、名古屋市内の名鉄バ

スセンターや藤が丘駅を連絡する本地ヶ原線と東山線が運行している。また、下半田川と多

治見駅を連絡する下半田川線が運行している。東山線と下半田川線は、１時間あたり１便以

上運行している。

○ 市内基幹バスは、新瀬戸駅や尾張瀬戸駅を基点とし、しなのバスセンターや赤津、水野団

地や菱野団地とを１時間あたり１便以上運行している。

○ 市内基幹バスの利用者数は減少傾向となっている。

○ 平成28年度の市内基幹バスの運行経費は約1億9,300万円であり、収支率は52％である。

運行経費から収入を除いた約 9,300万円を市が負担している（人口一人あたり約 720円の負

担）（瀬戸北線、水野循環線・みずの坂線、及び赤津線が対象）。

■瀬戸市関連の広域基幹バス・基幹バスの運行状況     （単位：便/片道平均）

※瀬戸駅前は、尾張瀬戸駅駅前広場内のバス停名

※運行便数は、上下別の便数の平均値（枠内の水色のグラフの長さは便数の多さを示す）

※ピンクの網掛けの路線・区間は、１日の片道あたり平均１便/時間以上（運行時間 12時間以上）

のもの

資料：名鉄バスホームページ（平成 28年 11月 14日改正）

東鉄バスホームページ（平成 28年 10月３日改正）

平日 休日

～ 菱野団地 9 8

～ 瀬戸駅前 12 10

藤が丘 藤が丘 ～ 瀬戸駅前 9 9

～ 瀬戸駅前 22 17

～ 菱野団地 27 23

下半田川 ～ 多治見駅前 17 12

～ 上品野 9 8

～ しなのﾊﾞｽｾﾝﾀｰ 18 20

～ 上品野 2 2

～ しなのﾊﾞｽｾﾝﾀｰ 6 1

11 10

新瀬戸駅 ～ 中水野駅 15 14

5 5

15 12

～ 新瀬戸駅 8 8

～ 瀬戸駅前 42 40

愛・地球博

記念公園
瀬戸駅前 ～

愛・地球博

記念公園駅
0 5

路線名等 区間
運行便数

広

域

基

幹

バ

ス

本地ヶ原線

名鉄

ﾊﾞｽｾﾝﾀｰ
名鉄ﾊﾞｽｾﾝﾀｰ

東山線 藤が丘 藤が丘

下半田川線

市

内

基

幹

バ

ス

瀬戸北線

新瀬戸駅

瀬戸駅前

水野循環線 新瀬戸駅～中水野駅～新瀬戸駅

みずの坂線

赤津線 瀬戸駅前
～古瀬戸～赤津

～一里塚～赤津

東山線
瀬戸循環 菱野団地
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■広域基幹バス及び基幹バスの平日の運行便数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

至 多治見駅 

至  古屋駅 

至 栄町駅 

至  鉄ﾊﾞｽｾﾝﾀｰ 

   藤が丘駅 

至 藤が丘駅 

至 新豊田駅、 

岡崎駅 

至 藤が丘駅 

至 多治見駅 
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■市内基幹バスの収支の状況(平成 28 年度の路線別運行経費の内訳)  

    

84,729（11.2）

72,099（6.7）

59,157（4.2）

0

 0,000

40,000

60,000

80,000

100,000

1 0,000

平成 4年度 平成 5年度 平成 6年度 平成 7年度 平成 8年度

750,439 740,504 735, 40 7 9,958
71 ,145

264,246（11.5）

231,914（―）

400,000

500,000

600,000

700,000

800,000

 00,000

300,000

400,000

56,613

(54%)
 7,4 7

(49%) 15,731(51%)

48,89 

 9,005

15,36 

105,505

56,43 

31,09 

0

 0,000

40,000

60,000

80,000

100,000

1 0,000

瀬戸北線 水野循環線

みずの坂線

赤津線

市負担金

経常収益

99,771

(5 %)

93, 58

0

50,000

100,000

150,000

 00,000

 50,000

４路線合計

193,0 9

■市内基幹バスの利用者数の推移（路線別年間利用者数） 

資料：瀬戸市資料 

※カッコ内の数字は、 

1 便当たりの乗車数 

 人/年） 

水野循環線

みずの坂線

赤津線

市内基幹バスの利用者は減少 

(千円) 

 
(千円) 

 

※経常収益のカッ

コ内の数値は、

収支率を示す 

 

資料：瀬戸市資料 

合計（右軸）

瀬戸北線

東山線・瀬戸循環線

 人/年） 

(48%) 

(46%) 

(51%) 

15,36 (49%) 

H 4 H 5 H 6 H 7 H 8
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(４) 公共交通のカバー状況 

○ 鉄道及び広域基幹バス、市内基幹バスによる人口カバー率は、市内人口の 73％、市街化

区域内人口の 77％となっている。 

○ コミュニティバスを含めた公共交通の人口カバー率は、市内人口の 89％、市街化区域内

人口の 90％となっている。 

○ 公共交通は概ねの居住地をカバーしているが、菱野団地周辺など人口密度が高い地域にお

いて公共交通空白地域がある。 

 

■鉄道及び広域基幹バス、市内基幹バスのカバー圏域及び人口カバー率 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【人口カバー率と算出方法】 

・人口カバー率は、鉄道駅やバス停から一定範囲に含まれる人口の合計が、その地域の総人口に占める割

合のこと。 

・市全域及び市街化区域ごとに、平成 22 年国勢調査の 100m メッシュ人口データを用い、メッシュの中心

が公共交通のカバー圏域に含まれるメッシュの人口の総和を、各対象区域の総人口で除して算出した。 

公共交通のカバー圏域は、鉄道駅から半径 800m、バス停から半径 300m の範囲とした。 

 
Ｎ 

人口密度が高い地域

に空白地域が分布 

人口密度が高い地域

に空白地域が分布 

人口密度が高い地域

に空白地域が分布 

鉄道及び広域基幹バス、

市内基幹バス人口カバー率 

73％ 

市全域 

77％ 

市街化区域 
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■コミュニティバスを含む公共交通のカバー圏域及び人口カバー率 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 市交通に関する課題 

❖８-１：鉄道・基幹バスの維持・活性化 

❖８-２：地域拠点を結ぶネットワークの再構築 

【人口カバー率と算出方法】 

・人口カバー率は、鉄道駅やバス停から一定範囲に含まれる人口の合計が、その地域の総人口に占める割

合のこと。 

・市全域及び市街化区域ごとに、平成 22 年国勢調査の 100m メッシュ人口データを用い、メッシュの中心

が公共交通のカバー圏域に含まれるメッシュの人口の総和を、各対象区域の総人口で除して算出した。 

公共交通のカバー圏域は、鉄道駅から半径 800m、バス停から半径 300m の範囲とした。 

公共交通の人口カバー率 

 

89％ 

市全域 市街化区域 

90％ 

 
Ｎ 

人口密度が高い地域

に空白地域が分布 
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(５) コミュニティバスの状況 

○ コミュニティバスは、８路線を運行している。運行日や運行便数は路線により異なり、１

日あたり５～８便運行している。運賃は 1乗車 100 円である。 

○ コミュニティバスの利用者数は、年度により増減はあるが概ね横ばいとなっている。 

○ 運行便別の利用者数をみると、水野地域、品野地域を運行する下半田川線、曽野線、上半

田川線、片草線、岩屋堂線の午前中の下り便や午後の便、本地線の午後の便が特に利用者が

少ない。 

○ 平成 28 年のコミュニティバス運行経費は約 6,200 万円であり、収支率は 14％である。運

行経費から収入を除く約5,300万円を市が負担している（人口一人あたり約660円の負担）。 

○ 収支率を路線別にみると、主に市街化調整区域を運行する路線が低い。 

○ 公共交通に係る市の負担は、市内基幹バスと合せると約 1億 4,600 万円、人口一人あたり

約 1,380 円となる。 

 

■コミュニティバスの運行状況 

 

始発 終発 始発 終発

妻之神 中水野駅 新瀬戸駅 13.9 1便 1便

妻之神 中水野駅 水野支所 15.3 1便 1便

妻之神 中水野駅 イオン瀬戸みずの店 12.1 4便 3便

妻之神 イオン瀬戸みずの店 新瀬戸駅 16.2 0便 1便

しなのバスセンター 中水野駅 新瀬戸駅 10.5 0便 1便

しなのバスセンター 中水野駅 イオン瀬戸みずの店 8.7 6便 5便

しなのバスセンター 曽野農業倉庫 新瀬戸駅 12.2 1便 0便

しなのバスセンター イオン瀬戸みずの店 新瀬戸駅 14.4 0便 1便

上半田川線 上半田川転回場 しなのバスセンター バロー品野店 7.8 毎日 5便 5便 8:05 16:56 7:46 16:36

片草町民会館 しなのバスセンター バロー品野店 6.2 2便 0便

片草町民会館 城前 バロー品野店 6.2 3便 0便

バロー品野店 しなのバスセンター 片草町民会館 6.2 0便 2便

バロー品野店 城前 片草町民会館 6.2 0便 3便

岩屋堂線 しなのバスセンター 【循環】 しなのバスセンター 往復9.0 毎日 5便 5便 8:43 17:25 8:33 17:15

愛知医大 瀬戸口駅 陶生病院 13.0 1便 0便

愛知医大 瀬戸口駅 瀬戸口駅北口 9.6 6便 5便

愛知医大 保健所前 陶生病院 13.0 0便 2便

八草駅 瀬戸口駅 瀬戸駅前 11.9 6便 6便

八草駅 宝ヶ丘町 瀬戸駅前 7.4 2便 2便

こうはん線 イオン瀬戸みずの店 新瀬戸駅 陶生病院 10.5 毎日 6便 6便 8:00 16:02 8:52 16:54

17:54 8:55 18:29

7:40 15:35 8:14 16:07

7:40 16:04 8:14 16:33

7:30 16:18 9:18 17:52

7:55 16:22 8:42 17:00

上り 下り

曽野線 月･水･金･日曜日

運行時間帯

上り 下り
起点

路線名

火･木･土曜日下半田川線

運行日
（12月29日から
1月3日を除く）

系統
キロ程
（㎞）終点経由

運行回数運行系統

上之山線 毎日 8:02

片草線 毎日

本地線 月･火･木･土曜日

■運賃 

1 乗車 100 円 ・幼児（１歳以上６歳未満の方）で、６歳以上の方に同伴される場合は、無料 

（幼児は２人まで） 

・乳児（１歳未満の方）は無料 

・障害者の方及び一定要件を満たす障害者の付添いの方は普通旅客運賃の半額 
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1,180(9%)  1, 70(9%) 590(9%)

 ,790

( 0%)

 ,870

( 1%)

1 , 40 1 ,440

6, 00

11, 40 10,740

13,4 0 13,710

6,790

14,030 13,610

0

5,000

10,000

15,000

下半田川線

曽野線

上半田川線

片草線

岩屋堂線

本地線 上之山線 こうはん線

市負担金

経常収支

4,121（2.3）

8,677（3.2）

4,595（1.4）
4,591（1.4）

4,033（1.1）

6,289（2.4）

0

 ,000

4,000

6,000

8,000

10,000

,

平成 4年度 平成 5年度 平成 6年度 平成 7年度 平成 8年度

93,833 9 ,957 91,088
87,437

93,6 5

29,491（4.6）

31,828（6.6）

40,000

50,000

60,000

70,000

80,000

90,000

100,000

 0,000

30,000

40,000

50,000

8,700

(14%) 

5 ,860

61,560

0

10,000

 0,000

30,000

40,000

50,000

60,000

70,000

合計

コミュニティバスの利用者は概ね横ばい 

■コミュニティバスの利用者数の推移 

 人/年） 

※カッコ内の数字は、 

1便当たりの乗車数 

こうはん線は増加傾向 

資料：瀬戸市資料 

下半田川線

曽野線

上半田川線

片草線

岩屋堂線

本地線

合計（右軸）

上之山線

こうはん線

 市交通に関する課題 

❖９-１：地域特性に応じた生活交通の確保 

■コミュニティバスの収支の状況(平成 28 年度の路線別運行経費の内訳) 

(千円) 

 

(千円) 

 

※経常収支のカッ

コ内の数値は、

収支率を示す 

 

資料：瀬戸市資料 

■コミュニティバスの運行便別の利用者数（平成 28 年度 1日平均） （単位：人） 

資料：瀬戸市資料 

(86%)  (91%)  (91%) 

(91%) 

(80%)  (79%) 

H 4 H 5 H 6 H 7 H 8

 人/年） 

7時 8時 9時 10時 11時 12時 13時 14時 15時 16時 17時 18時

上り 3.1 5.1 1.7 1.7 1.3 0.5 1人未満

下り 1.1 1.3 3.2 5.3 0.8 1.5 1～2人

上り 5.9 5.6 5.5 2.5 1.5 0.9 0.5 2～5人

下り 0.6 1.0 3.6 4.5 6.6 1.9 1.4 5～9人

上り 1.7 2.3 0.9 0.4 0.4 9人以上

下り 0.0 1.6 3.3 1.2 1.1

上り 0.1 3.5 2.7 0.5 0.1

下り 0.3 2.8 1.5 0.8 0.4

岩屋堂線 循環 3.2 3.6 2.0 1.8 0.6

上り 6.3 5.4 10.8 3.3 4.8 4.1 2.3 2.9

下り 3.8 6.0 3.9 7.9 6.9 7.3 5.1 1.4

上り 4.7 2.1 1.9 1.7 2.2 1.8 1.9

下り 3.6 2.6 1.9 3.4 1.1 1.0 0.9

上り 5.9 12.0 8.6 8.6 6.7 5.2

下り 5.7 7.5 10.4 8.3 6.4 3.4

本地線

こうはん線

時刻

下半田川線　

曽野線

上半田川線

片草線

上之山線

─32─

都
市
づ
く
り
の
現
状
と
課
題

第

２
章

　　第 2章　都市づくりの現状と課題



 ２章 都市づくりの現状と課題 

33 

２-９ 交流人口の動向  

(１) 交流人口の伸び悩み 

○ 平成 23 年の道の駅オープン以降では、観光入込客数は横ばいとなっている。 

○ 愛知県内の観光入込客数は増加傾向となっている。 

○ 瀬戸蔵ミュージアム等の陶磁器関連施設は、尾張瀬戸駅東側に集積している。 

○ 岩屋堂や定光寺公園等の自然関連施設の多くが市街化調整区域に分散立地している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ,3 4  ,416  ,417

3,1 1
3,001

 ,895
3,091

 ,968

1,0 4 1,0 3 1,048 1,048
983

90 
1,001 945

716
816 8 8 8 8 819 816

9 3 945

41 41 388
46 4 6 385 388

338

11 13 10

647 651 655 646 618

161 15 143 135 1 3 136 133 1 1
0

1,000

 ,000

3,000

4,000

0

500

1,000

1,500

 ,000

H 0 H 1 H  H 3 H 4 H 5 H 6 H 7

合計(イベント等含む）：右軸 祭・イベント 自然・公園

陶磁器関連施設 情報案内施設・道の駅 民間ゴルフ場

資料：愛知県観光レクリエーション利用者統計 

【参考】愛知県内観光施設の観光入込客数の推移 

14,763 14,788

13,161 13,5 4 13,718
14,488 14, 89

14,700

0

 ,000

4,000

6,000

8,000

10,000

1 ,000

14,000

16,000

18,000

H 0 H 1 H  H 3 H 4 H 5 H 6 H 7

観光入込客は増加傾向 

（万人） 

■瀬戸市の観光入込客数の推移 

資料：瀬戸市統計書 

観光入込客数は横ばい 

（千人） （千人） 
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 料：愛知県 料、瀬戸市 料（Ｈ27.4 時点）  

 
  

■観光・レクリエーション施設の分布状況 

駅・バスセンター 

800ｍ範囲 
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 ２）瀬戸市周辺の主要プロジェクトの動向 

  名古屋駅周辺開発や、リニア中央新幹線や守山スマート IC などの広域交通網の整備が行

われている。 

【瀬戸市周辺の主要プロジェクト】 

リニア中央新幹線の開業 

2027 年度にリニア中央新幹線の開業が予定されている。 

名古屋駅周辺開発 

2027 年度にリニア中央新幹線駅が整備される名古屋駅周辺（伏見駅周辺含む）では、合

計延べ床面積が約 90 万㎡の民間開発が行われている。 

守山スマート IC の開通 名古屋市内） 

平成 30 年 3 月に東名高速道路守山パーキングエリアに接続するスマートインターチェン

ジが開通。 

ジブリパークの開業 愛・地球博記念公園内） 

2022 年度中に愛・地球博記念公園に「ジブリパーク」の開業が予定されている。 

 

 

 

 市交通に関する課題 

❖10-１：交流人口の誘発 

❖10-２：周辺 市との交通利便性の向上 

リニア中央新幹線の開業(2027年度) 守山スマートICの開通(Ｈ 0. ) 

名古屋駅周辺開発 

 古屋駅から 

20 ㎞ 

 古屋駅から 

10 ㎞ 

ジブリパークの開業（2022 年度中） 
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